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も
く
じ

一
八
九
九
〜
一
九
六
〇
）
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

■
日
本
画
家
、
池
澤
青
峰　

青
峰
の
経
歴

は
未
だ
調
査
の
途
上
で
あ
り
、
不
詳
の
部

分
も
多
く
あ
り
ま
す
。
現
在
ま
で
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
足
跡
を
書
き
出
せ
ば
、

青
峰
は
ま
ず
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
、
大
阪
府
大
阪
市
に
吉
太
郎
の
名
で
生

ま
れ
ま
す
。
生
家
の
詳
細
や
画
家
を
志
し

た
経
緯
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や

が
て
上
京
し
、
歴
史
画
を
得
意
と
し
て
官

展
（
文
展
・
帝
展
な
ど
政
府
主
催
の
美
術

展
覧
会
）
で
活
躍
し
た
蔦
谷
龍
岬
（
つ
た

や 
り
ゅ
う
こ
う
、
一
八
八
六
〜
一
九
三

三
）
に
師
事
し
、
ま
た
、
同
じ
く
歴
史
画

の
大
家
で
財
団
法
人
日
本
美
術
院
の
初
代

理
事
長
に
も
な
る
安
田
靫
彦
（
や
す
だ 

ゆ
き
ひ
こ
、
一
八
八
四
〜
一
九
七
八
）
に

も
学
ん
だ
と
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
古

画
の
研
究
と
大
和
絵
調
の
画
法
に
立
脚
し

　

た
画
家
で
あ
り
、
青
峰
も
そ
れ
を
引
き
継

い
で
、
図
１
に
掲
げ
た
《
楠
木
正
成
像
》

の
よ
う
に
大
和
絵
の
精
緻
な
線
描
と
色
彩

で
歴
史
上
の
人
物
・
出
来
事
を
描
く
こ
と

を
、
自
身
の
画
風
の
一
傾
向
に
し
た
と
見

ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年

の
第
三
回
帝
展
で
初
入
選
を
果
た
し
、
そ

の
後
も
官
展
で
の
入
選
を
続
け
て
実
績
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。
帝
展
か
ら
新
文

展
を
経
て
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年

か
ら
開
催
さ
れ
た
日
本
美
術
展
覧
会
（
日

展
）
で
は
、
審
査
員
に
よ
る
監
査
な
し
で

の
出
展
が
可
能
と
な
る
「
無
鑑
査
」
に
認

定
さ
れ
、
画
家
と
し
て
の
評
価
を
確
か
な

も
の
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
青
峰
が
、
い
つ
か
ら
千
住
大
川
町

に
居
を
移
し
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
時

期
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

当
時
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
画
家
番

付
（
名
鑑
）
を
見
れ
ば
、
少
な
く
と
も
大

正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
頃
に
は
、
千

住
を
住
居
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、

青
峰
の
画
家
と
し
て
の
歩
み
は
、
千
住
で

の
生
活
と
共
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

そ
し
て
、
着
実
に
地
域
か
ら
の
信
認
も
得

て
い
き
、
戦
後
の
足
立
の
芸
術
家
た
ち
に

よ
る
大
同
団
結
を
志
し
た
「
足
立
文
化
協

会
」
の
結
成
に
至
っ
て
は
、
そ
の
中
心
を

担
う
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

■
足
立
文
化
協
会
の
発
起
人
と
し
て　

戦

後
間
も
な
い
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
、

足
立
で
は
早
く
も
、
芸
術
文
化
団
体
の
結

　

文化遺産調査ガイドブック稿②谷文晁の家 …
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千
住
宿
が
栄
え
た
江
戸
時
代
以
来
、

足
立
に
は
建
部
巣
兆
や
村
越
其
栄
・

向
栄
親
子
を
は
じ
め
、
多
く
の
絵
師

（
画
家
）
が
現
れ
、
地
域
の
人
々
と

共
に
「
足
立
の
芸
術
文
化
史
」
を
形

作
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
文

　

化
の
流
れ
は
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く

昭
和
戦
後
に
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
昭
和
の
足
立
に
暮
ら
し
、

地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
た
画
家
と

し
て
、
千
住
大
川
町
の
日
本
画
家
、

池
澤
青
峰
（
い
け
ざ
わ 
せ
い
ほ
う
、
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澤
青
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
　
小 
林  
優

第　　 号628

2020 年 6月 15日

足立区立郷土博物館内

足立史談編集局

〒120-0001

東京都足立区大谷田5-20-1

T E L  03-3620-9393

F A X  03-5697-6562



足 立 史 談

成
を
目
指
し
た
運
動
が
現
れ
、
現
在
の
足

立
区
文
化
団
体
連
合
会
の
前
身
と
な
る
足

立
文
化
協
会
が
結
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
、

日
本
画
団
体
「
青
龍
社
」
の
一
員
で
あ
る

後
藤
大
学
、
日
本
美
術
院
主
催
の
「
院
展
」

に
参
加
す
る
大
西
郷
烏
（
い
ず
れ
も
詳
細

は
調
査
中
）
と
共
に
、
発
起
人
と
な
っ
て

結
成
準
備
に
奔
走
し
た
の
が
池
澤
青
峰
で

し
た
。

　

同
協
会
は
文
化
活
動
の
た
め
の
公
会
堂

の
設
立
や
、
日
本
画
に
限
ら
な
い
各
芸
術

分
野
の
団
体
の
組
織
、
そ
し
て
そ
の
団
体

に
よ
る
催
事
の
開
催
な
ど
を
活
動
の
趣
意

と
し
、
発
起
人
で
あ
る
青
峰
・
大
学
・
郷

烏
の
他
、
区
内
か
ら
多
く
の
名
士
た
ち
が

賛
助
会
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
絵
画
・
書
道
・
華
道
・
民
謡
・

舞
踊
・
俳
句
な
ど
各
団
体
の
集
合
組
織
と

　

　

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
龍
馬
伝
』
で
脚
光
を
浴

び
た
「
千
葉
さ
な
」
。
北
辰
一
刀
流
開
祖

千
葉
周
作
の
姪
で
あ
り
、
坂
本
龍
馬
と
婚

約
し
た
経
緯
を
採
り
上
げ
た
こ
と
で
当
該

年
に
大
人
気
と
な
っ
た
。
そ
の
ブ
ー
ム
効

果
で
千
住
仲
町
の
灸
治
院
跡
に
案
内
板
が

掲
出
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

甲
府
市
の
Ｈ
Ｐ
で
も
観
光
情
報
と
し
て

「
晩
年
、
さ
な
子
は
千
葉
灸
治
院
で
生
計

を
立
て
て
い
た
。
そ
こ
へ
通
院
し
て
い
た

の
が
山
梨
の
自
由
民
権
運
動
家
と
し
て
知

ら
れ
る
小
田
切
謙
明
・
豊
次
夫
婦
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
小
田
切
夫
婦
は
た
び
た
び

さ
な
子
の
灸
治
院
を
訪
れ
、
親
交
を
重
ね

た
。
明
治
二
十
九
年
さ
な
子
は
千
住
で
亡

く
な
り
、
谷
中
の
天
王
寺
（
谷
中
霊
園
）

に
埋
葬
さ
れ
る
が
、
無
縁
仏
に
な
る
の
を

恐
れ
た
豊
次
が
晩
年
の
千
葉
さ
な
子
と
懇

意
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
墓
を
つ
く
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
墓
石
に
は
、
表
に
「
千

葉
さ
な
子
墓
」
、
裏
に
「
坂
本
龍
馬
室
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
」
と
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
も
そ
も
何
故
甲
府
に
い
る
小

田
切
家
は
千
葉
さ
な
の
死
を
知
り
え
た
の

か
？
少
な
く
と
も
祭
祀
者
で
あ
る
妹
は
ま

の
夫
、
熊
木
庄
之
助
が
死
去
す
る
大
正
七

年
（
一
九
一
八
）
ま
で
は
有
縁
で
あ
り
、

　

第 628 号（2）令和 2年 6月

し
て
体
裁
を
整
え
て
い
き
、
結
成
二
年
後

の
昭
和
二
十
六
年
に
、
名
称
を
足
立
区
文

化
団
体
連
盟
に
改
め
ま
す
。
こ
の
年
よ
り

毎
年
、
足
立
区
文
化
祭
を
主
催
し
、
そ
こ

に
は
『
足
立
史
談
』
第
六
〇
三
号
（
平
成

三
十
年
五
月
刊
）
で
も
紹
介
し
た
西
新
井

の
教
員
洋
画
家
、
豊
千
里
（
ゆ
た
か 

せ

ん
り
）
氏
や
、
高
浜
虚
子
門
下
の
俳
人
、

為
成
菖
蒲
園
（
た
め
な
り 

し
ょ
う
ぶ
え

ん
）
、
与
謝
野
晶
子
の
側
近
を
務
め
た
歌

人
画
家
の
千
ヶ
崎
悌
六
な
ど
、
戦
後
の
足

立
で
活
躍
す
る
多
く
の
文
化
人
た
ち
も
参

加
し
ま
し
た
が
、
青
峰
も
こ
こ
に
欠
か
さ

ず
作
品
を
出
品
し
続
け
る
他
、
中
心
役
員

の
一
人
と
し
て
運
営
を
担
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
三
十
一
年
、
文
化
団
体
連

盟
は
現
在
の
足
立
区
文
化
団
体
連
合
会
に

改
称
し
ま
す
。
そ
の
後
も
青
峰
は
役
員
の

　
　

青
峰
の
有
力
な
支
援
者
で
あ
っ
た
一
家
で

す
。
青
峰
と
の
面
識
も
あ
る
現
当
主
、
浅

川
義
次
氏
に
よ
れ
ば
、
昭
和
当
時
、
義
次

氏
の
父
を
は
じ
め
と
す
る
区
内
の
医
業
者

や
、
浅
川
家
と
郷
里
を
同
じ
く
す
る
茨
城

の
人
々
で
仲
間
を
募
っ
て
講
（
団
体
）
を

組
み
、
定
期
的
に
青
峰
に
作
品
を
依
頼
す

る
体
制
を
作
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。
そ

う
し
て
求
め
ら
れ
た
作
品
の
多
く
は
、
や

は
り
青
峰
と
親
し
い
千
住
大
川
町
の
表
具

師
、
小
野
表
具
店
の
手
で
掛
軸
な
ど
に
仕

立
て
ら
れ
、
講
の
メ
ン
バ
ー
各
人
の
家
々

で
使
わ
れ
る
他
、
学
校
な
ど
の
施
設
へ
と

贈
ら
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

深
い
結
び
付
き
か
ら
、
区
内
の
家
々
や
寺

社
な
ど
に
青
峰
の
作
品
が
多
く
伝
来
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
浅
川
家
よ
り
ご
寄

贈
頂
い
た
図
２
《
芍
薬
》
を
は
じ
め
そ
の

作
品
は
、
近
年
の
調
査
で
続
々
と
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

建
部
巣
兆
が
活
動
し
た
江
戸
の
頃
よ
り
、

人
の
繋
が
り
を
活
か
し
て
地
域
ぐ
る
み
で

画
家
や
文
芸
者
と
親
し
み
、
理
解
者
、
支

援
者
と
な
っ
て
き
た
の
が
、
足
立
の
文
化

の
特
色
と
言
え
ま
す
。
そ
れ
は
昭
和
に
も

続
き
、
青
峰
も
ま
た
、
そ
の
文
化
の
中
に

入
り
、
支
え
ら
れ
た
一
人
だ
っ
た
の
で
す
。

※
池
澤
青
峰
の
調
査
に
際
し
て
は
、
ご

　

遺
族
は
じ
め
、
浅
川
家
、
小
野
表
具

　

店
の
皆
様
に
情
報
を
ご
教
示
頂
き
ま

　

し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
御
礼
申
し

　

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　

 

一
人
で
あ
り
続
け
、
昭
和

三
十
五
（
一
九
六
〇
）
年

に
没
す
る
直
前
ま
で
、
監

事
や
理
事
な
ど
を
歴
任
し

ま
し
た
。

■
青
峰
を
支
え
た
千
住
の

人
　々

地
域
の
文
化
活
動

に
尽
力
し
た
青
峰
で
す
が
、

一
方
で
地
域
の
人
々
に
画

家
と
し
て
の
活
動
を
支
え

ら
れ
て
い
た
と
い
う
側
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
正
の
頃
に
茨
城
県
か

ら
移
っ
て
、
千
住
で
医
院

を
開
業
す
る
浅
川
家
は
、

　　

図 2　池澤青峰　《芍薬》

絹本着色 昭和時代初期～ 30 年頃  当館蔵 浅川家寄贈

千
葉
さ
な
と

甲
府

　
　
　
　
　
　
　
　 

あ
さ
く
ら
ゆ
う
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無
縁
で
は
な
い
。
鉄
道
も
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
に
よ
う
や
く
結
ば
れ
る
ほ

ど
に
遠
く
、
険
阻
な
甲
州
道
の
往
来
は
過

酷
だ
。
そ
の
謎
の
一
端
が
今
回
判
明
し
た

の
で
報
告
す
る
。

　

事
の
発
端
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九

三
）
、
千
葉
灸
治
院
に
小
田
切
謙
明
が
訪

れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
今
で
い
う
脳
梗
塞
、

当
時
の
脳
卒
中
の
治
療
に
励
ん
で
い
た
謙

明
が
東
京
帝
国
大
学
ベ
ル
ツ
教
授
に
灸
治

を
薦
め
ら
れ
、
あ
た
か
も
さ
な
の
「
千
葉

の
灸
」
は
卒
中
に
効
能
が
あ
る
と
謳
っ
て

お
り
、
多
く
の
患
者
が
訪
れ
て
い
た
。
謙

明
も
そ
の
ひ
と
り
と
な
り
、
帰
郷
す
る
際

に
は
謙
明
に
點
灸
法
を
教
え
て
い
る
。

　

だ
が
、
謙
明
は
帰
郷
し
て
ま
も
な
く
の

四
月
九
日
、
発
作
が
起
き
て
點
灸
後
に
医

　

師
を
呼
ぶ
も
、
そ
の
ま
ま
死
亡
し
た
。
当

時
の
自
由
党
所
属
で
甲
府
の
実
業
家
と
名

声
を
得
た
謙
明
の
死
去
は
甲
府
内
外
の
新

聞
各
紙
が
多
く
報
道
し
た
が
、
後
継
者
の

な
い
こ
と
か
ら
顕
彰
活
動
も
進
ま
ず
に
停

滞
し
て
い
た
と
い
う
。
加
え
、
事
業
の
借

財
も
多
く
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
知
ら
せ
を
受
け
た
千
葉
さ
な
は
そ

の
年
の
八
月
二
十
一
日
、
甲
府
へ
訪
れ
た

と
い
う
。
八
王
子
ま
で
し
か
汽
車
が
な
い

時
代
、
険
阻
の
甲
州
道
を
抜
け
て
甲
府
入

り
し
、
小
田
切
家
を
援
助
し
た
こ
と
が
当

時
の
山
梨
日
日
新
聞
紙
上
で
窺
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ

た
『
小
田
切
海
洲
先
生
略
伝
』
（
村
松
志

孝
編
）
で
は
「
未
亡
人
は
さ
な
子
と
親
密

に
交
際
し
て
時
に
は
不
如
意
の
家
庭
に
援

　

の
場
所
の
特
定
を
行
っ
た
。
書
籍
に
お
い

て
、
飯
沼
村
、
西
青
沼
、
新
青
沼
等
、
住

居
特
定
の
根
拠
に
混
乱
が
あ
っ
た
が
、
結

果
的
に
新
青
沼
四
十
、
四
十
一
番
地
（
現

丸
の
内
二

‐

九
）
が
小
田
切
邸
跡
と
特
定

出
来
た
。
当
時
の
穴
切
通
り
と
飯
田
通
り

が
交
差
す
る
宝
一
丁
目
交
差
点
は
村
と
市

街
の
境
界
線
上
で
あ
り
、
そ
の
市
街
側
に

面
し
た
位
置
に
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
号
で

あ
る
海
洲
の
名
を
冠
し
た
海
洲
温
泉
は
桜

町
六
十
八
番
地
（
現
丸
の
内
一‐

九
）
だ
が
、

当
該
地
番
は
小
田
切
家
所
有
で
は
な
い
。

　

と
り
あ
え
ず
小
田
切
謙
明
名
義
の
地
所

は
新
青
沼
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、

こ
こ
で
旧
土
地
台
帳
の
所
有
主
氏
名
欄
が

事
実
を
語
っ
て
く
れ
た
（
掲
載
写
真
参
照
）
。

謙
明
死
去
後
、
当
該
地
番
は
七
月
三
十
一

日
に
一
子
「
う
ら
の
」
が
相
続
し
て
い
る
が
、

翌
八
月
二
十
四
日
に
千
葉
さ
な
が
買
い
受

け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
だ
。
つ

ま
り
、
千
葉
さ
な
は
大
金
を
持
っ
て
甲
府

入
り
し
、
小
田
切
家
の
土
地
を
購
入
す
る

こ
と
で
小
田
切
家
の
住
居
の
面
倒
を
見
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
残
念
な
が
ら
登

記
簿
謄
本
は
大
正
期
以
後
し
か
な
い
の
で

負
債
総
額
は
産
出
出
来
な
い
が
、
地
価
が

約
九
十
七
円
と
し
て
単
純
に
現
在
の
価
格

で
六
十
五
万
を
超
え
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
『
日
本
円
貨
幣
価
値
計
算
機
』
に

よ
る
）
、
家
屋
や
利
息
等
を
加
味
す
れ
ば

百
万
円
は
ゆ
う
に
超
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

ま
ぎ
れ
も
な
く
小
田
切
家
の
境
遇
を
案
じ
、

私
財
を
擲
っ
た
と
い
え
よ
う
。　

助
さ
れ
た
事
も
あ
っ
た
。
此
人
も
明
治
二

十
九
年
十
月
十
五
日
逝
去
さ
れ
谷
中
の
天

王
寺
に
埋
骨
し
た
が
、
そ
れ
を
分
骨
し
て

更
に
自
家
の
菩
提
寺
に
埋
め
墓
碑
を
建
て

供
養
す
る
事
に
し
た
。
未
亡
人
が
其
人
の

恩
義
を
無
に
せ
ず
し
て
死
ん
だ
後
ま
で
、

誠
意
を
尽
す
處
に
其
人
格
の
き
ら
め
き
が

見
ら
る
る
」
と
あ
り
、
こ
の
文
体
で
は
豊

次
が
さ
な
の
面
倒
を
見
て
た
と
も
採
れ
て

し
ま
い
、
事
実
、
大
河
ド
ラ
マ
で
脚
光
を

浴
び
る
ま
で
千
葉
さ
な
は
貧
窮
な
人
生
の

よ
う
な
描
か
れ
方
し
か
し
て
い
な
い
。
お

そ
ら
く
編
者
の
過
誤
で
生
ま
れ
た
か
、
な

ん
と
な
く
の
イ
メ
ー
ジ
で
分
骨
同
様
に
し

た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
が
、
い
つ
の

間
に
か
主
客
転
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
『
小
田
切
海
洲
先
生
略
伝
』
を
基
に
創

　

作
さ
れ
た
の
が
『
竜
馬
が
ゆ

く
』
の
「
千
葉
佐
那
」
で
あ
り
、

い
ま
も
千
葉
さ
な
を
孤
独
な

イ
メ
ー
ジ
で
演
出
す
る
作
品

も
多
い
。

　

し
か
し
、
実
態
は
ど
う
な

の
か
？
明
確
な
根
拠
は
あ
る

の
か
？
と
い
う
と
、
い
ま
ま

で
は
当
時
の
新
聞
各
位
で
あ

り
、
た
と
え
複
数
の
紙
面
で

裕
福
と
述
べ
て
い
て
も
感
情

的
に
否
定
す
る
存
在
が
あ
る

の
は
事
実
だ
。

　

実
は
最
近
、
甲
府
市
へ
何

度
も
訪
問
を
重
ね
た
際
、

せ
っ
か
く
な
の
で
小
田
切
邸

　

新青沼の土地台帳　（著者提供）　最下段に小田切

謙明の名前と千葉さなの名前が確認できる。
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絵師というより幕臣らしい烏帽子姿の谷文晁像

門人の野村文紹がまとめた『肖像』（国立国会図書館

デジタルコレクション）所載。

門
人
も
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
幕
府
の

地
方
役
人
の
家
に
生
ま
れ
、
下
谷
二
長
町

の
一
隅
（
現
台
東
区
台
東
一
丁
目
三
二
番

あ
た
り
）
に
住
居
兼
画
塾
の
「
写
山
楼
」

（
し
ゃ
ざ
ん
ろ
う
）
を
構
え
ま
し
た
。

■
幕
臣
の
谷
家
　
文
晁
の
家
は
幕
臣
で
、

祖
父
の
本
教
は
地
方
役
人
と
し
て
著
名
な

人
で
す
。
近
江
の
大
津
代
官
手
代
、
の
ち

幕
府
勘
定
所
詰
の
役
人
を
歴
任
し
、
『
県

令
須
知
』
と
い
う
検
地
や
水
利
な
ど
の
地

方
支
配
の
書
を
出
版
し
ま
し
た
（
名
著
で

明
治
時
代
に
も
再
版
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

　

ま
た
父
の
本
修
（
号
、
麓
谷
）
は
田
安

徳
川
家
の
普
請
方
役
人
と
し
て
「
吏
事
」

に
つ
と
め
た
人
物
で
し
た
（
森
銑
三
「
谷

文
晁
伝
の
研
究
」
）
。

　

田
安
徳
川
家
の
家
臣
は
、
幕
臣
か
ら
の

　

　

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
、
さ
な

死
去
後
は
正
（
ま
さ
し
）
が
十
二
月
九
日

に
相
続
し
た
が
、
直
後
に
う
ら
の
へ
名
義

変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。
常
識
か
ら
考
え

れ
ば
う
ら
の
に
買
い
戻
す
だ
け
の
経
済
力

が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
実
質
の
譲
与

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
。
お
そ

ら
く
遺
言
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

だ
け
の
恩
義
を
受
け
て
い
れ
ば
千
葉
さ
な

の
た
め
に
追
想
墓
を
作
っ
た
と
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
。
小
田
切
家
が
千
葉
さ
な

の
訃
報
に
な
ぜ
接
す
る
機
会
を
得
た
の
か

も
こ
れ
で
氷
解
し
た
。

　

千
葉
さ
な
に
関
し
て
は
司
馬
遼
太
郎
の

創
作
か
ら
様
々
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

描
か
れ
た
が
、
ひ
と
つ
の
過
誤
が
誤
っ
た

形
で
形
成
さ
れ
、
よ
う
や
く
元
の
形
に
復

原
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ヴ
も
進
ん
だ
現
代
で
あ
れ
ば
更

な
る
千
葉
さ
な
が
証
明
さ
れ
、
顕
彰
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
。  

（
歴
史
研
究
家
）

１　

江
戸
の
絵
師
た
ち

（
３
）
谷
文
晁
の
家

　

関
東
文
人
の
総
帥
と
い
う
二
つ
名
で
知

ら
れ
る
の
が
文
人
絵
師
の
谷
文
晁
（
た
に

ぶ
ん
ち
ょ
う
。
一
七
六
三
〜
一
八
四
〇
）

で
す
。
高
名
な
南
画
家
と
し
て
知
ら
れ
、

　

「
出
向
」
で
し
た
か
ら
、
広
い
意
味
で
文

晁
の
谷
家
は
幕
臣
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
文
晁
自
身
は
部
屋
住
み
で
し

た
が
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
奥
詰

見
習
と
な
り
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
に

は
松
平
定
信
付
で
高
百
俵
と
い
う
旗
本
で

も
最
も
多
数
を
占
め
る
ク
ラ
ス

―

中
級
旗

本

―

に
出
世
し
ま
し
た
。

　

田
安
家
付
の
中
級
旗
本
と
し
て
の
谷
家

は
文
晁
の
子
孫
が
継
承
し
ま
し
た
。
家
督

は
長
子
で
あ
り
絵
師
だ
っ
た
一
世
文
一
が

後
継
者
で
し
た
が
、
若
く
し
て
亡
く
な
り
、

弟
の
文
二
と
、
子
の
文
五
郎
が
継
承
し
ま

す
。
し
か
し
幕
末
の
慶
応
三
（
一
八
六
七
）

年
に
一
世
文
一
の
子
、
文
中
（
啓
次
郎
）

に
継
承
さ
れ
明
治
維
新
を
迎
え
ま
し
た
。

■
二
世
谷
文
一
の
家　

絵
師
と
し
て
の
谷

　　

文
晁
、
さ
ら
に
幕
臣
と
し
て
の
谷
家
の
後

継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
の
が
一
世
谷
文
一

で
し
た
。
絵
画
に
秀
で
て
お
り
昭
和
女
子

大
学
准
教
授
の
鶴
岡
明
美
氏
は
岳
父
で

あ
っ
た
文
晁
自
身
に
も
影
響
を
与
え
た
と

評
価
し
て
い
ま
す
（
『
谷
文
晁
と
二
人
の

文
一
』
郷
土
博
物
館
）
。

　

一
世
文
一
に
は
子
の
文
逸
（
文
一
郎
）

が
い
ま
し
た
が
、
幼
少
の
た
め
谷
家
の
本

宗
を
継
が
ず
に
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
祖

父
の
文
晁
在
世
中
か
ら
絵
師
と
し
て
活
躍

し
は
じ
め
、
後
に
二
世
文
一
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
世
文
一
は
、
幕
臣
と
し
て
の
家
禄
は

継
承
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
丹
後
宮
津
藩

（
京
都
府
宮
津
市
）
本
庄
松
平
家
の
家
中

と
い
う
譜
代
藩
の
家
臣
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
遺
産
調
査
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
稿
②

人
物  

谷
文
晁
と
写
山
楼
の
絵
師

絵
師
と
し
て
活
躍
し
た
時
、
文
晁
の

門
人
で
あ
っ
た
渕
江
領
沼
田
村
（
現
、

足
立
区
江
北
）
の
舩
津
文
渕
と
親
交

し
て
舩
津
家
に
も
た
び
た
び
逗
留
、

文
晁
の
没
後
に
は
写
山
楼
の
遺
品
を

疎
開
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
今
、
足
立

区
に
文
晁
の
遺
品
が
伝
来
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
慶
応
三
年
に
幕
臣
の
谷

家
を
継
承
し
た
文
中
（
啓
次
郎
）
は
、

二
世
文
一
の
実
弟
で
す
。
幕
臣
と
し

て
、
ま
た
譜
代
大
名
家
臣
と
し
て
の

谷
家
の
明
治
維
新
は
、
文
晁
の
ひ
孫

の
世
代
を
迎
え
て
お
り
、
江
戸
と
宮

津
で
そ
れ
ぞ
れ
一
世
文
一
の
子
供
た

ち
が
当
主
と
な
っ
た
時
に
訪
れ
た
の

で
し
た
。
（
文
化
遺
産
調
査
担
当
係
）
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